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熱さ識

鐵 鋒議謹高萩市市民

1 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

I
1 礼儀を正しくし､うる詞,”る誌をﾌ<りましよう

、元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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第12回市民表彰・ほう賞昭
和
五
十
七
年
度

■■

著な功

昭
和
三
十
二
年
か
ら
高
萩
老
人
ク
ラ

ブ
の
書
記
と
し
て
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

の
設
立
に
尽
力
。
昭
和
三
十
九
年
に
高

萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
発
足
す
る

や
、
副
会
長
に
推
さ
れ
、
今
日
に
至
る

ま
で
熱
意
を
も
っ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
の
活
発
化
と
老
人
福
祉
の
川
上
の
た

T－

老
人
福
祉
の
向
上

一
Ｉ

第
十
二
回
の
市
民
表
彰
式
が
、
十
一
月
十
一
日
午
前
十
時
か

ら
、
市
役
所
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年

は
、
市
民
表
彰
七
人
、
市
民
ほ
う
賞
二
人
と
一
団
体
に
そ
れ
ぞ

れ
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

個
人
九
人
ど
一
団
体
を
表

ー

威一さん

3歳）

明町

鈴木

８く
有
土
地
改
良
区
理
事
長

松
岡
町
議
会
議
員
、
高
萩
市
議
会
議

員
と
し
て
、
永
き
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
伸
張
発
展
と
市
勢
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
た
。ま

た
、
多
賀
地
区
農
業
改
良
委
員
、

食
糧
調
整
委
員
、
常
設
委
員
、
高
戸
老

人
会
会
長
な
ど
幅
広
い
活
躍
を
さ
れ
て
、

地
域
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

特
に
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら
高
萩
・

玉
川
土
地
改
良
区
理
事
長
と
し
て
、
土

め
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

黒澤留五郎さん

（79歳）

高 戸

地
改
良
事
業
の
進
展
に
努
め
ら
れ
て
い

う
（
》
。

市
街
地
か
ら
配
臘
と
い
う
市
内
最
奥

の
柳
沢
地
区
に
あ
っ
て
農
林
業
の
経
営

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
愛
林
組
合
長
、
高
萩
市
森
林

組
合
の
総
代
、
県
有
林
の
管
理
人
と
し

て
、
本
市
の
林
業
行
政
の
振
興
に
尽
力

き
れ
て
い
る
。
こ
と
に
、
明
治
末
期
に

杣
樹
さ
れ
た
下
君
Ⅲ
地
内
の
杉
林
を
保

存
し
、
後
世
に
残
す
こ
と
を
提
唱
、
そ

の
推
進
役
と
な
っ
て
「
愛
林
記
念
の
森
」

と
し
て
実
現
さ
せ
た
功
績
は
大
き
い
。

林
業
行
政
の
振
興

商
工
業
の
発
展
民
生
・
児
童
委
員

昭
和
三
十
六
年
か
ら
高
萩
市
商
工
会
昭
和
三
十
七
年
民
生
‐
児
童
委
員
に

へ
》

壽さん鈴木伊藤克己さん

（78歳）

下君田

（77歳）

春日 町

監
事
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
副
会
長
と

し
て
、
永
き
に
わ
た
り
商
工
会
組
織
の

基
盤
の
確
立
と
本
市
商
工
業
の
振
興
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
。

こ
と
に
、
昭
和
四
十
八
年
の
大
型
店

の
進
出
問
題
に
あ
た
っ
て
は
、
会
長
を

よ
く
補
佐
し
、
諸
問
題
の
解
決
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
、
適
確
に
対
処
さ
れ

て
全
国
的
に
も
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
の
高
い
評
価
を
受
け
る
成
果

を
あ
げ
た
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

高
萩
市
母
子
福
祉
会
の
副
会
長
と
し

て
、
会
員
相
互
の
福
祉
の
増
進
と
母
子

家
庭
の
自
立
更
生
の
た
め
、
献
身
的
に

努
力
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
生
花
教
授
と
し
て
、
現
在
ま

で
に
約
八
○
○
人
の
生
徒
を
送
り
出
し

て
い
る
。
市
の
各
種
の
華
道
講
座
の
講

師
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

母
子
福
祉
会
副
会
長

早川 ハギさん輝さん大内

（75歳）（75歳）

本 町 本 町

(2)



委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
常
に
社
会
奉
仕
の
精

神
を
も
っ
て
地
域
の
良
き
相
談
者
と
な

り
、
関
係
機
関
と
よ
く
連
絡
を
取
り
つ

つ
、
地
域
の
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
、

献
身
的
な
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
四
十
三
年
以
来
、
心
配

ご
と
相
談
貝
と
し
て
の
適
切
な
助
言
と

指
導
は
市
民
の
感
謝
の
的
と
な
っ
て
い

剣
道
の
普
及

昭
和
三
十
七
年
以
来
、
高
萩
市
体
育
川Ⅱ

剛
会
剣
道
部
長
と
し
て
会
の
発
展
と
市
川Ⅱ

三

三

三
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三

三

三

一

一
三

一

三

三

三

三

三
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一
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一
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三
四

了
＃
＃
別
多
別
＃
＃
脇
＃
＃
別
餅
馴
＃
＃
肌
＃
＃
Ｎ
ｉ
皇

葬
斡

棒
》

》
一人》

一
熱
一
一
一
一

鼻

》
｜
叙一
で
一

の

章

一

脈
内
》
市

一

一

》

》
完

》
》

篇

；
１ 長久保正次さん

（69歳）
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民
の
健
康
増
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
剣
道
を
通
じ
て
青
少
年
の
心

身
の
鍛
練
と
健
全
育
成
に
力
を
注
が
れ
、

若
葉
剣
士
会
、
松
岡
剣
士
会
の
結
成
に

尽
力
さ
れ
、
そ
の
指
導
者
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
は
高
萩

市
内
剣
道
錬
成
大
会
を
開
催
し
、
剣
道

的
普
及
と
振
興
に
努
め
ら
れ
て
い
る
。

越
し
た
情
熱
を
持

昭
和
二
十
六
年
四
月
、
高
萩
町
議
会
議
員
に
当
選
、

以
来
十
六
年
余
の
永
き
に
わ
走
り
、
豊
富
な
経
験
と
卓

越
し
た
情
熱
を
持
ち
、
頁
の
住
民
の
代
表
と
し
て
、
議

会
活
動
に
積
極
的
に
活
膣
さ
れ
だ
。
こ
の
間
、
町
村
合

併
、
市
庁
舎
建
設
、
第
一
幼
稚
園
建
設
な
ど
に
自
力
さ

れ
、
そ
の
功
績
は
大
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
二
十

年
、
高
萩
協
同
病
院
が
開
設
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
事
務
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
持
ち
前
の
情
熱

と
壹
任
感
を
も
っ
て
日
夜
運
営
に
努
力
さ
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
に
高
萩
農
業
協
同
組
合

長
に
就
任
さ
れ
、
農
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
。

勲
五
等
瑞
宝
章

地
方
自
治
の
伸
展
と
市
政
の

向
上
発
展
の
た
め
尽
力

I

／
）

鈴木道雄さん

｢施距i堂
｜

交
通
事
故
防
止
に
貢

〆
前
二
父
通
指
導
隊
員

献
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
一
年
高
萩
市
民
間
交
通
指
ま
た
、
民
生
・
児
童
委
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一
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(84歳）

州
昭
和
二
年
七
月
一
日
農
林
統
計
調
査
員
と
し
て
任
命
さ

』
伽
れ
、
以
後
昭
和
五
十
五
年
二
月
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
吉

良
帆
に
至
る
ま
で
、
約
半
世
紀
に
わ
た
る
間
、
調
苣
員
と
し
て
活

安
踵
し
、
統
計
の
普
及
、
理
解
、
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ

Ⅷ
た
。

州
そ
の
仕
聿
ぶ
り
に
お
い
て
は
、
指
示
さ
れ
た
事
項
を
良

州
く
理
解
さ
れ
、
正
確
か
つ
提
出
日
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
出

呈

さ

哩

仁

調

苣

壺
示
は
、
完
全
に
趣
一
種
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

い
恥
す
。

洲
当
市
調
吉
員
あ
る
い
は
地
域
の
人
々
に
非
常
に
信
望
が

、
岬
あ
り
、
そ
の
リ

ダ

と
し
て
統
計
業
務
の
発
展
に
努
め

二
コ
↑
恥

一
一Ｃ
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勲
六
等
瑞
宝
章

撫
蕊

統
計
業
務
の

蕊

蕊
：

鍵

）

ん
導
隊
の
発
足
当
初
か

さ
一
Ｊ
、
〕
田
ら
た
だ
一
人
の
女
性
隊

野
嶬
明

員
と
し
て
、
街
頭
立

た
５

哨
や
交
通
安
全
運
動

藤
Ｉ
有
推
進
の
た
め
日
夜
を

佐

問
わ
ず
活
躍
さ
れ
、

発
展
に
慣
幟
酔
読
書
の
普
及
活
動

鷺
蝿
弗
鶚
胡
韓
球
齢
謡

鈴木政雄さん

（82歳）

赤 浜
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貝
・
青
少
年
相
談
員
と
し
て
旺
盛
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
も
っ
て
、
地
域
の

社
会
福
祉
の
向
上
と
青
少
年
の
健
全
育

成
に
献
身
的
な
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い

つ
（
》
□

自
宅
の
一
室
を
開
放
し
、
子
ど
も
文

庫
（
山
び
こ
文
庫
）
を
設
置
し
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
に
読
書
の
普
及
活
動
を

献
身
的
に
展
開
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
山
び
こ
読
書
会
を
結
成
す
る

な
ど
婦
人
層
に
対
し
て
も
読
書
活
動
の

輪
を
広
め
ら
れ
て
い
る
．

昭
和
三
十
七
年
以
来
、
料
理
講
習
会

等
を
実
施
し
、
減
塩
食
、
貧
血
予
防
食
、

乳
製
品
の
普
及
な
ど
広
く
市
民
の
食
生

活
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
や
改
善
に
努

め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
は
、

従
来
の
活
動
に
加
え
て
、
循
環
器
二
次

検
診
に
参
画
し
た
り
、
消
費
生
活
展
に

参
加
す
る
な
ど
市
民
の
健
康
づ
く
り
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

’
高
萩
市
食
生
活

改
善
推
進
連
絡
会

平野罐子さん

(36歳）

’ 秋 山

(3)



▽
納
税
貯
蓄
組
合
功
労
者
（
個
人
）

▽
納
税
貯
蓄
組
合
（
団
体
）

ご
ぐ
ろ
う
さ
ん

石
安
太
郎
（
旭
町
）
、
油
井
金
（
栄
町
）
、
坂
本
三
三
（
銀
座

街
）
、
鈴
木
百
合
子
（
主
婦
）
、
柴
田
正
巳
（
三
夜
講
）
、
棚

谷
寛
（
山
手
）
、
沼
田
才
助
（
北
方
宿
）
、
柴
田
宗
次
（
高
浜

三
の
二
）
、
大
森
き
ぐ
（
石
河
原
一
東
町
）
、
今
川
重
道
（
石
畑
）

（
）
内
は
納
税
貯
蓄
組
合
名

本
町
三
中
高
萩
上
台
高
萩
中
上
台
北
方
下

秋
山
中
三
秋
山
下
西
一
秋
山
下
四
北
町
第
四

本
町
四
肥
前
町
第
二
仲
六
下
和
野
豊
栄
第

二
安
良
川
団
地

十
一
月
五
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
納
税
に
御
協
力
を
い
だ
だ
い
て

い
る
団
体
十
五
と
、
功
労
者
十
人
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

国
民
の
義
務
で
あ
る
税
金
を
滞
納
し
な
い
で
、
納
期
内
納
付
を
守

り
、
収
納
成
績
が
向
上
し
た
団
体
と
個
人
に
贈
り
、
日
ご
ろ
の
努
力

を
た
た
え
ま
し
た
。

八
月
末
日
現
在
で
、
納
税
組
合
総
数
は
百
九
十
九
、
世
帯
数
一
千

五
十
七
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
表
彰
さ
れ
た
団
体
、
功
労
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

／~、

’優
良
な
団
体
と
功
労
者
を
表
彰

（
一
）
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三
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ゞ
に
や
っ
て
み
る
と
、
な
か
な
か
思
っ
た

帆
交
通
安
全
を
祈
っ
て
縮
謡
純
鞠
い
型
て
も
艫
れ
烏

校
内
弁
論
大
会
開
く
は
じ
め
に
長
さ
約
一
メ
‐
ト
ル
位
の
、

高
一

Ｉ
“
一
網
の
よ
う
な
緑
の
袋
と
、
白
い
軍
手
を
、

‐
高
萩
高
校
で
は
、
十
月
二
十
八
日
、
を
対
象
と
し
た
、
高
校
生
会
と
い
う
も
手
渡
さ
れ
、
作
業
は
、
そ
こ
か
ら
開

Ⅲ
父
通
安
全
へ
の
提
言
と
題
し
た
「
校
内
の
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
こ
と
で
言
姑
し
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
歩
き
出
し
て
、

Ⅱ

山
父
通
安
全
弁
論
大
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
っ
て
し
ま
え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
ゴ
ミ
と
空
缶
と
を
、
分
け
な
が
ら
、
大

Ⅱ

Ⅲ
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
校
内
か
ら
う
な
も
の
で
す
が
・
・
・
…
。
き
な
網
の
袋
に
、
入
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

Ⅱ

川
論
文
を
募
集
し
、
三
百
八
十
一
点
の
応
去
年
の
六
月
に
、
国
道
六
号
線
浴
い
草
の
中
に
う
づ
く
ま
っ
て
い
る
空
缶
、

川
募
の
中
か
ら
、
す
ぐ
れ
た
作
品
七
点
が
の
空
缶
と
ゴ
ミ
拾
い
を
し
た
時
の
こ
と
道
路
に
転
が
っ
て
い
て
ペ
シ
ャ
ン
コ
に

川
大
会
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
を
、
お
話
し
し
ま
す
。
な
っ
た
も
の
と
か
、
お
菓
子
の
包
み
紙
、

Ⅱ

川
そ
の
一
点
を
紹
介
し
ま
す
。
朝
六
時
、
駅
に
集
合
を
し
て
、
パ
ル
紙
く
ず
、
と
に
か
く
、
一
時
間
も
た
た

Ⅲ
〃
空
缶
の
ポ
イ
ス
テ
を
無
く
す
に
は
″
プ
の
近
く
、
花
言
〈
川
あ
た
り
周
辺
の
、
な
い
う
ち
に
、
そ
の
一
メ
ー
ト
ル
位
の

空
缶
や
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
と
い
う
話
で
、
大
き
な
袋
は
、
い
つ
ぱ
い
に
な
り
、
引

一
一
年
五
組
綿
引
美
奈
子
最
初
は
別
に
、
た
い
し
た
こ
と
の
な
い
き
ず
っ
て
歩
く
の
も
私
に
は
、
大
仕
事

ⅡⅡ

川
私
は
高
萩
市
に
住
ん
で
い
る
高
校
生
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
な
り
ま
し
た
。

死亡事故11件のうち5件

高萩警察署管内で発生した死亡事故は、 1月から

10月までにl1件て､す。去年1年間では10件で、 11月

と12月を入れなくとも、すでに1件オーバーしてい

キす
王′O

特に、死亡事故の類剛をみると、 11件のうち5件

が二輪車に関係したもので、バイクは危険で､あるこ

とがわか'）ます°

これから年末年始にかけて､慌ただしくなります。

交通事故には気をつけましょう。

必
ず
着
け
よ
う
〃
シ
ｉ
ト
ベ
ル
ト
〃
｜
と
〃
ヘ
ル
メ
ッ
ト
″

空

毎

急

電

、

（

）

11件の死亡事故の類型

(57年1月～10月）

1 件

2 件

2 件

1 件

3 件

2 件

車 と 車

車 と 人

車と二輪

車単独

二輪単独

車と自転車

、
ｌ
ｌ
ｊ
Ｊ
、
１
１
，
Ｊ
§
１
１
Ｊ
〃
、
、
Ⅱ
１
，
Ｊ
も
Ｉ
ｌ
Ｊ
Ｊ
０
１
１
Ｊ

１
２
３
４
５
６

１
ｉ
ｌ
ｉ
ｉ

(高萩警察署管内）

(4)
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懲

鷺

常
磐
自
動
車
道
建
設
に
つ
い

て
は
、
去
年
九
月
一
日
に
日
本

道
路
公
団
よ
り
設
計
図
面
が
提

示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
県
、

市
、
地
権
者
会
と
設
計
協
議
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
合
意
に
達
し

た
の
で
、
十
月
二
十
六
日
に
市

内
全
延
長
約
舩
膀
の
う
ち
約
州

艤
（
秋
山
字
不
動
滝
か
ら
上
手

綱
字
上
原
）
に
つ
い
て
調
印
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
そ
の
設
計
内
容
に
基

づ
い
て
、
幅
杭
の
打
設
、
一
筆

調
査
測
量
『
用
地
買
収
、
工
事

着
工
と
進
め
ら
れ
ま
す
。

驚蕊
對
蕊

大
高
省
三

１
０
，
７
４
１
票

鈴
木
藤
太

９
，
５
２
５
票

霊
渤
９
３
票
）

工
事
着
工
へ
と

一

繩
篭

I
二

二

二

二

二

一

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

三

二

二

三

二

一

三

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

一

三

二

二

一

二

二

二

二

一

召

一

二

一

二

二

二

二

一

二

一

二

二

二

輔鮒

市
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
高
萩
市
長

選
挙
は
、
刑
月
記
日
午
前
７
時
か
ら
市

内
”
か
所
の
投
票
所
で
い
っ
せ
い
に
行

わ
れ
、
午
後
６
時
（
山
手
地
区
は
午
後

４
時
）
ま
で
に
、
２
０
，
３
５
９
人
が

投
票
し
ま
し
た
。

《
）

覚
書
を
調
印

茜
一
不

－ 4、

川
ふ
と
気
が
つ
く
と
、
老
人
会
の
人
達

川
や
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
人
々
な
ど
、

川
た
く
さ
ん
の
人
が
、
私
達
の
あ
と
に
続

川
い
て
拾
っ
て
き
ま
す
。
私
が
こ
ん
な
に

Ⅲ
拾
っ
た
の
に
、
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
と

Ⅲ
め
ど
な
く
拾
わ
れ
て
ゆ
く
ゴ
ミ
、
空
缶
。

Ⅲ
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
や
窯
伍
は
、
全
部
で
、

Ⅲ
ト
ラ
ッ
ク
ニ
台
分
に
も
な
っ
た
そ
う
で

Ⅲ
す
。

川
国
道
だ
か
ら
、
車
の
通
り
も
、
時
間

川
と
共
に
、
だ
ん
だ
ん
増
加
し
て
い
き
ま

川
す
。
い
ま
、
私
の
目
の
前
を
通
っ
て
ゆ

川
く
車
の
運
転
手
さ
ん
と
か
、
そ
の
横
に

Ⅲ
す
わ
っ
て
い
る
人
も
、
ひ
ょ
っ
と
し
た

川
ら
こ
こ
に
ゴ
ミ
を
ポ
イ
ッ
と
、
捨
て

式
Ｉ
た
こ
と
か
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
｝
一
う

印
川
調
川
考
え
た
ら
、
「
も
う
こ
れ
か
ら
は
、
車

、
ノ
Ⅱ

印
州
の
中
か
ら
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
な
ん
て
、

酩
川
し
な
い
で
欲
し
い
」
と
、
い
い
た
く
な

ロ
ロ
川

０
Ⅲ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
を
考
え
た
ら

川
自
分
も
し
て
は
い
け
な
い
、
と
強
く
思

は
師

こ
れ
は
、
当
日
の
有
権
者
２
３
，
１

９
１
人
に
対
し
８
７
，
７
９
％
に
当
た

り
ま
す
。
前
々
回
（
昭
和
帽
年
）
の
市

長
選
挙
に
比
べ
て
、
２
．
６
２
％
上
回

り
、
今
回
の
選
挙
に
対
す
る
有
権
者
の

関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

可

型

Ｆ

Ｌ

79

己己、
す
。

開
票
は
、
当
日
７
時
訓

分
か
ら
市
民
体
育
館
で
行

わ
れ
、
選
挙
の
結
果
（
午
後

９
時
旧
分
確
定
）
大
高
省

三
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

も
し
私
達
が
、
ゴ
ミ
や
空
缶
を
、
拾

っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
一
人
で
も
、
少

し
で
も
多
く
の
人
が
、
何
の
気
な
し
に
』

車
中
か
ら
ポ
イ
ッ
と
捨
て
て
き
た
こ
と

に
気
づ
い
て
く
れ
た
ら
。

車
の
中
か
ら
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
、
ひ
し
ぐ
、
気
持
ち
の
良
い
こ
と
で
す
。

と
こ
と
に
言
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
、
や
は
り
、
〃
一
人
一
人
の
心
が
け
〃

危
険
性
が
伴
い
ま
す
。
が
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
外
を
歩
い
て
い
る
人
に
、
道
路
は
、
み
ん
な
の
も
の
で
あ
り
、

ふ
と
投
げ
捨
て
た
ゴ
ミ
が
、
あ
た
っ
て
自
分
は
、
そ
の
道
路
を
利
用
す
る
一
人

し
ま
っ
た
ら
、
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
の
人
間
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
、
忘
れ

か
。
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て
、
通
り
過
ぎ
な
い
で
欲
し
い
で
す
。

る
の
で
す
か
。
そ
れ
は
、
ひ
ど
い
で
す
（
終
）

ー

年末・年始の

交通事故防止県民運動 よ
・
あ
て
ら
れ
た
方
は
、
不
愉
快
な
思

い
を
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
と
え
、

そ
れ
が
小
さ
な
紙
く
ず
で
あ
っ
て
も
、

そ
う
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
壊
れ
や
す

い
ピ
ン
や
、
空
缶
だ
っ
た
ら
…
．
：
・
・
・

あ
な
た
は
、
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
。
な
ん
て
怖
い
ん
で
し
ょ
う
。

顔
に
あ
た
り
で
も
し
た
ら
、
そ
の
時
に

は
「
す
み
ま
せ
ん
」
の
ひ
と
こ
と
で
は
、

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

道
を
歩
く
人
に
と
っ
て
、
道
路
を
車

で
使
用
す
る
人
に
と
っ
て
も
、
ゴ
ミ
ひ

と
つ
な
い
と
い
う
こ
と
は
『
す
か
す
が

12月10日から1月10日まて

運動の重点

o飢酒運転遭閥三ない運動の徹底

o原付・自動二輪車事故の防止

(5)

ザ
』
評
記
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動
圭
一
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三
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三
一
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一
三
三
三
三
三
一
一
三
一
一
一
一
三
三
三
三
一
一
三
一
三
三
三
一
一
三
一
三

さ
か
ん
な
時
に

今
か
ら
百
十
一
年
前
、
こ
の
秋
山
に

小
さ
な
学
校
が
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
は
、
人
数
も
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

｝
た
よ
う
で
す
。

「
仕
事
の
関
係
で
高
萩
市
に
住

む
よ
う
に
な
っ
て
、
６
年
目
に

な
り
ま
す
。
東
京
に
住
ん
で
い

６
年
斉
藤
勝

わ
た
し
た
ち
の
学
校
、
秋
山
小
学
校

は
、
市
街
地
か
ら
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

西
の
景
色
の
い
い
所
に
あ
り
ま
す
。

学
校
紹
介

同
明
他
珊
味
、
担
鼻
儒
澆
錘
峰

隷
鷲 学

校
だ
よ
ク

鴬 財

ん
世
や
え
て
蚕
ご
士
《

し
た
。
炭
鉱
が

齢鴎

市卓球部長

市体協理事兼務

中野光明さん

約
七
十
一
年
前

に
、
現
在
の
場

所
に
移
さ
れ
、

人
数
も
ど
ん
ど

秋
山
小
学

ま
し
た
が
、
ま

た
増
え
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
児
童
数

千
三
十
名
で
す
。
学
区
も
島
名
、
駒
木

原
、
秋
山
、
和
野
、
北
方
、
増
え
て
い

く
向
洋
台
な
ど
、
広
く
分
布
し
て
い
ま

す
。

去
年
の
九
月
に
は
新
校
舎
建
築
が
は

じ
ま
り
、
今
年
の
九
月
か
ら
新
し
い
校

舎
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
完

成
し
た
ば
か
り
の
き
れ
い
な
校
舎
、
広

繊
幽
小
星
鋒
戒
溌
鋳
蕊

第
１
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会

ｑ
市
長
賞
（
優
勝
）
の
吉
田
保
さ
ん

校
B①oK

ー

は
千
七
百
名
ほ

ど
い
ま
し
た
。

閉
山
に
と
も
な

っ
て
、
児
童
数

が
少
な
く
な
り§

＃ く
な
っ
た
運
動
場
。
と
て
も
う
れ
し
く
州

思
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
み
ん
な
元
気
に
学
州

校
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
よ
、
７
に
、
交
帥

通
安
全
に
努
め
て
い
ま
す
。
毎
日
の
通
州

学
、
下
校
な
ど
に
、
特
に
気
を
つ
け
て
岬

い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
や
児
童
会
で
は
、
毎
年
Ⅷ

楽
し
い
行
事
を
考
え
て
、
実
行
し
て
い
Ⅷ

ま
す
。わ

た
し
た
ち
の
学
校
、
秋
山
小
学
校
‐

は
、
こ
の
よ
う
な
学
校
で
す
。

ｎ
月
即
日
、
市
文
化
会
館
で
行

わ
れ
た
第
１
回
市
民
カ
ラ
オ
ケ
大

会
に
は
、
認
人
が
参
加
し
、
自
慢

の
の
ど
を
競
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
「
関
東
流
れ
唄
」
を

歌
っ
た
吉
田
保
さ
ん
が
市
長
賞
、

白
土
勝
治
さ
ん
が
議
長
賞
と
な
り

ま
し
た
。
好
評
だ
っ
た
こ
の
カ
ラ

オ
ケ
大
会
は
、
今
後
も
続
け
ら
れ

る
予
定
で
す
。

一

三

二

二

二

一

二

一

三

二

三

一

一

二

一

二

二

三

垂

三

一

二

二

二

二

二

三

二

三

三

三

二

二

二

一

一

二

一

三

一

二

一

三

二

界

自
慢
の
〃
の
ど
〃 うさみとおる〈んの作品

ﾄ i I I I 1F 1' ' 1 ⅡN I l I 可 ｣ ' ' ' 1 Ⅲ Ⅲ ' 』 ' ' 1 l I 1卜 I ﾄ I 1 I 1 NI 固【 l I 1 Il l I 1I

1年

1 1 ﾄ

気
や
、
事
故
、
父
母
の
離
婚
な
ど
に

よ
っ
て
養
育
す
る
こ
と
が
困
難
と
な

っ
た
乳
児
を
預
か
る
乳
幼
児
の
福
祉

施
設
で
す
。

勤
め
て
か
ら
３
年
目

八

と
い
う
矢
吹
永
子
さ
ん
１

１
（
盟
歳
）
は
、
子
供
好

ち

き
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
や
り
が
い
の
あ
る

蓉

仕
事
で
す
と
明
る
く
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

口
一
Ｍ

「
家
族
の
事
情
で
預
け

る
か
た
の
子
供
で
す
か

ら
、
親
の
か
わ
り
と
思
っ
て
、
た
い

せ
つ
に
め
ん

窪
確

侭Ⅲ

■P

■

■
■
申
■
。
■
■
申
申
。
。
■
■
Ｊ
■
■
■

同
仁
会
乳
児
院

気
や
、
事
故
、
父

（
）

蕊懲選

韓舟 黙懇駕篭 擦騨

溌認

（
秋
山
）
は
、
病

錘

藤F 溌轤
〆

〕
と
、
語
る
。
ま
た
、
福
祉

施
設
は
、
ど
う
し
て
も

わ
閉
鎖
的
に
な
り
が
ち
な

の
で
、
地
域
住
民
、
子

が
弗
懲
硫
認
噸

親
仕
事
の
合
間
に
生
け

花
、
茶
道
教
室
に
通
う

矢
吹
さ
ん
は
、
「
高
萩
は

っ
て
、
た
い
環
境
も
よ
く
て
、
市
街
も
ど
ん
ど
ん

せ
つ
に
め
ん
美
し
く
な
っ
て
来
ま
し
た
が
、
で
き

ど
７
を
み
て
れ
ば
映
画
館
が
欲
し
い
で
す
ね
」
と
、

い
ま
す
。
幼
希
望
し
て
い
ま
す
。

い
（
０
～
２
礼
義
正
し
い
態
度
の
、
さ
わ
や
か

歳
児
）
の
で
な
若
人
で
し
た
。

灘鐸

Ⅱ
月
３
日
の
文
化
の
日
に
、
市

文
化
会
館
で
、
第
９
回
市
民
音
楽

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
場
者
は
、
保
育
・
幼
稚
園
児
．

祭
小
・
中
・
高
校
生
、
マ
マ
さ
ん
．

楽
ｌ
ラ
ス
な
ど
胆
組
、
５
０
０
人
に

準
の
ぼ
り
ま
し
た
。

酢
一
室
場
に
は
、
立
見
席
が
あ
ふ
れ
、

９
１
４
０
０
人
が
つ
め
か
け
、
出

第
演
者
の
合
唱
、
演
湊
に
拍
手
を
送

▲
っ
て
い
ま
し
た
。

目
が
離
せ
ま

せ
ん
が
、
子

供
は
皆
か
わ

い
い
で
す
か

一
さ
つ

似
わ
」

(6)
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た
せ
い
か
、
海
あ
り
、
山
あ
り

で
環
境
が
よ
く
、
非
常
に
よ
い

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
語

る
。
中
野
光
明
さ
ん
Ｉ
（
妃
歳
）

新
日
本
鍛
工
勤
務
。

現
在
、
市
卓
球
部
長
、
市
体

育
協
会
の
理
事
を
兼
務
し
て
お

り
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た

め
努
力
を
続
け
て
お
ら
れ
る
。

「
施
設
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
だ

ま
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
数
年
の
間
に
、
だ
い
ぶ
充

実
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

部
活
動
も
盛
ん
で
す
し
、
ス
ポ

ー
ツ
を
始
め
た
い
人
は
、
す
ぐ

に
入
部
で
き
ま
す
か
ら
」

中
学
生
の
時
か
ら
始
め
た
と

い
う
卓
球
に
つ
い
て
は
、
団
体

競
技
で
は
な
い
の
で
、
す
べ
て

自
分
に
責
任
が
あ
り
、
自
分
に

勝
つ
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
、

技
術
よ
り
も
精
神
向
の
た
い
せ

つ
さ
を
強
調
す
る
。

「
指
導
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

学
生
と
違
っ
て
家
庭
婦
人
が
多

い
の
で
、
ま
ず
楽
し
み
を
持
た

せ
る
よ
う
に
し
、
そ
れ
か
ら
技

術
面
を
ア
ド
、
（
イ
ス
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と

同
じ
く
、
準
備
運
動
を
怠
ら
ぬ

よ
う
特
に
注
意
し
て
い
ま
す
」

と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

〆
：
Ｉ
：
…
：
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今
年
で
過
回
目
を
迎
え
た
高
萩
市
民
号
が
、

Ⅱ
月
７
日
、
東
京
遊
覧
日
帰
り
コ
ー
ス
で
運
行

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
４
７
０
人
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
、
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
帥
か
ら
の
ち
よ
、
７
望
は
無
理
で
し
た
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
番
組
収
録
を
初
め
て
見
学
し
ま

し
た
。
東
京
の
車
の
多
さ
や
、
タ
ヶ
ノ
コ
族
な

ど
に
あ
き
れ
て
い
ま
し
た
。

近
い
よ
う
で
な
か
な
か
行
く
機
会
の
な
い
東

京
。
ゞ
ハ
ス
、
電
車
の
な
か
で
は
笑
い
声
が
絶
え

ず
、
楽
し
い
旅
の
ふ
ん
い
気
の
中
で
、
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

； 少
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
も I

ｊ
３
３
３
３

〆
）

俔
鐸
，
》

一 望

１

１

１

『

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

。

Ⅱ
月
７
日
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を

利
用
し
て
い
る
若
い
男
女
躯
人
は
、
安

良
川
の
身
体
障
害
者
療
護
施
設
「
愛
正

園
」
を
訪
れ
、
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

雨
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
若
さ
を

出
し
合
い
庭
を
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
で
は
、
今
回
の
奉
仕
活
動
を

足
が
か
り
と
し
て
、
さ
ら
に
、
福
祉
活

動
へ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
し
よ

、
『
ノ
。

ｑ
奉
仕
活
動
に
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

こ
れ
か
ら
も

I

け
ま
す
一

ｰ

伝
東
日
本
縦
断
都
道
県
対
抗
駅
伝

県
代
表
の
小
野
正
人
さ
ん

小
野
正
人
さ
ん
（
羽
歳
）
Ｉ
日
本
加
工
紙
勤
務

は
、
ｎ
月
３
日
か
ら
５
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
た
、
東
日
本
縦
断
都
道
県
対
抗
駅
伝
大
会
に
、

茨
城
県
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

「
参
加
で
き
て
、
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
年

齢
的
に
み
て
、
県
代
表
に
な
れ
る
最
後
の
年
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
」

小
野
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
茨
城
マ
ラ
ソ

ン
（
鋤
臘
）
で
３
回
入
賞
し
て
お
り
、
昭
和

別
年
に
は
、
国
立
競
技
場
で
行
わ
れ
た
全
国
青

年
大
会
に
出
場
し
た
経
験
を
持
つ
。

「
マ
ラ
ソ
ン
を
し
て
い
る
と
、
体
力
の
ほ
か
忍

耐
力
が
つ
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
走
り
続
け
て

い
き
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

り 亀

童

け
る
の
力

鱗1℃&蕊鍛繍 蹄醤
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I日
と
刎
日
、
市
民
体
育
館
と

民
館
前
の
駐
車
場
で
第
４
回

祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。
地
元

や
商
店
に
よ
る
即
売
が
行
わ

、
人
気
を
集
め
ま
し
た
。
農

物
の
即
売
で
は
、
新
鮮
な
野

が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
ま
し
た

に
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

に
は
、
長
い
列
が
で
き
、
目

立
ち
ま
し
た
。

ｎ
月
加
日
か
ら
塑
日
、
中
央

公
民
館
と
文
化
会
館
で
文
化

祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。
文
化

へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ

あ
る
な
か
で
、
年
々
、
技

術
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
活
発
な
文
化

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
く

こ
と
で
し
よ
、
７
。

ロ写真で見ました。 自分が行けないところを

水
戸
市
の
森
林
公
園

．
咄
舛
咀
ワ
却
畢
。
Ｄ
蝿
韓
却
唯
浜
。
ロ
ロ
〆
。
配
。
欺
帖
軸
。
部
・
竿
評

》
は
、
ア
ス
レ
チ
ヅ
ク
や
、
ブ
ラ
ン
コ
だ

《
け
で
は
、
こ
ど
も
が
喜
ば
な
い
と
い
つ

》
て
、
巨
大
な
怪
獣
を
八
体
も
つ
く
っ
て
、

一
大
に
ぎ
わ
い
で
あ
る
。

魂一一助詞~j鄙～隈再閣凶…lh…哩酌h…ｰﾂ闇－Ⅲ闇幽D p- pqq F＝ 輻ⅡF ■咄 庫

《
野
鳥
を
追
い
出
す
森
林
公
園
の
姿
を

》
こ
こ
に
見
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
野
鳥

↑
の
い
な
い
森
は
、
死
ん
だ
森
で
あ
る
。

一
い
ま
の
ま
ま
の
姿
で
子
孫
に
残
す
自

一
然
は
、
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
の
み
に
よ
っ

一
て
守
ら
れ
よ
う
。

祝
杯
を
上
げ
、
係
り
を
き
め
て
、
す
べ
て

が
終
了
す
る
。
悪
口
に
な
る
の
で
、
あ

ま
り
書
け
な
い
が
、
サ
ラ
リ
ー
‐
マ
ン
根

性
で
は
、
野
鳥
は
対
話
し
て
く
れ
な
い
。
ノ
ス
リ
（
ワ
シ
タ
カ
科
）

二
二

ｚ

古

二

ｚ

二
国
二
二
事
』

』

三

二

『

二

Ｅ

二

』

》

百

Ｆ

ｚ

三

三

口

亟

璽

三

言

一

・

ｚ

口

幸

三

畠

三

ｘ

三

二

二

口

一

工

ｚ

三

口

ロ

五
壱
二
二

］
工

一

画

ニ

ェ

ニ

ニ

三

三

二

ヨ

ヱ

三

二

二

三
一

百

二

口

二
、
完
成
後
の
生
き
た
維
持
、
管
理

こ
そ
成
功
の
鍵
。

い
ま
、
全
国
に
、
「
県
民
の
」
あ
る
い

は
、
「
市
民
の
」
と
い
っ
た
森
が
少
な
く

な
い
。
三
年
く
ら
い
の
期
間
に
わ
た
り
、

予
算
を
か
け
て
完
成
す
る
。
俊
工
式
で

⑲

（
）

前
号
ま
で
四
回
に
わ

た
っ
て
、
「
野
鳥
の
聖
域

づ
く
り
」
に
つ
い
て
の

べ
て
来
た
。
こ
の
運
動

の
中
で
、
予
め
、
注
意
が

必
要
と
思
わ
れ
る
二
つ

の
こ
と
か
ら
に
ふ
れ
て
、

こ
の
項
を
終
り
た
い
。

一
、
軽
薄
な
観
光
事

業
で
は
な
い
。 ン

ク
チ

日
本
野
烏
の
会
員
の
よ
う
に
、
み
ず
か
組

ら
猛
烈
学
習
を
し
た
人
々
の
運
営
こ
そ
州

が
の
ぞ
ま
し
い
．

そ
の
お
手
本
が
、
北
海
道
の
ウ
ト
ナ
恥

イ
湖
で
あ
る
。
（
日
本
第
一
号
の
サ
ン
ク
》

チ
ュ
ア
リ
）

近
ご
ろ
、
こ
こ
を
真
剣
に
視
察
す
る
州

全
国
の
県
知
事
、
市
町
村
長
が
ふ
え
て
袖

い
る
と
い
う
。
自
然
保
護
が
本
も
の
に
》

近
づ
き
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）
価

訂
正
Ⅱ
前
号
の
写
真
「
ホ
オ
ジ
ロ
」
恥

の
撮
影
者
は
、
鈴
木
穂
積
氏
で
あ
り
ま
排

し
た
。
（
編
集
部
）

１
ア
リ
（
Ｖ
）

0 匹

(8)



本
号
で
は
福
祉
年
金
制
度
に
つ
い
て
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
年
金
を
引
き
続
い
て
受

説
明
し
ま
す
。
こ
の
年
金
は
保
険
料
を
高
萩
市
で
は
、
加
月
１
日
現
在
福
祉
け
る
た
め
に
、
毎
年
現
況
届
を
提
出
す

納
め
な
い
で
も
、
も
ら
え
る
年
金
の
こ
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人
は
９
０
３
人
る
こ
と
は
他
の
年
金
と
同
じ
で
す
。

’
三
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
三
一
一
二
三
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
二
三
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
三
三
一
三
三
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
二
三
一
二
一

の
小
字
で
あ
る
。
村
山
新
左
衛
門
は
、
福
儀
」
と
み
え
る
。

丈
鰻
一
”
謝
劃
蕊
霜
譲

去
「
妙
善
霊
大
津
八
・
廿
二
村
上

、、み
、
気
過
ｊ

垂
醒
挫
壱
四
郎
衛
門
母
儀
」
、
永
禄
元
年
（
一
五

蕾
部
認

々
ｌ
可
五
八
）
、
「
経
真
村
上
太
郎
衛
門
四
・

画
０
１
か
、
”
三
気
「
法
信
村
上
新
左
衛
門
子

、骨げ
に
，
㈱
赤
六
・
十
八
」
、
永
禄
三
年
「
法
善
霊

三
・
三
日
村
上
四
郎
衛
門
」
と
あ
る

「
村
上
」
は
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）

永
禄
三
年
（
一
五
六
○
）
の
記
事
に
の
記
事
に
「
妙
養
霊
五
・
七
赤
は

も
「
妙
照
霊
十
・
八
高
土
岩
下
う
ま
村
上
か
く
女
房
」
と
も
み
え
る
が
、

ば
始
経
を
申
候
間
」
と
あ
る
。
北
茨
城
市
関
本
町
才
丸
の
小
字
で
あ
る

天
文
十
四
年
二
五
四
五
）
の
記
事
う
。
村
上
四
郎
衛
門
や
村
上
太
郎
衛
門

に
一
法
順
む
ら
山
小
七
六
・
十
」
、
は
、
才
丸
の
村
上
出
身
の
武
士
で
太
津

同
十
五
年
「
妙
意
村
山
新
左
衛
門
母
に
住
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
村
上
氏

六
・
廿
三
」
永
禄
三
年
「
道
意
霊
は
安
良
川
の
川
上
に
住
ん
で
お
り
、
天

十
二
・
廿
村
山
新
左
衛
門
」
と
あ
る
正
元
年
（
一
五
七
三
）
の
記
事
に
「
妙

「
村
山
」
は
、
北
茨
城
市
関
本
町
福
田
証
一
・
六
川
上
村
上
彌
左
衛
門
母
安
良
川
あ
た
り

I くらしを守る－

一国民年金一

福
祉
年
金 年金シリーズその⑨

1

1

〆
）

と
で
す
。
い
ま
す
が
、
毎
年
減
少
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
が
で
き
た
当
時
（
昭
和
調
こ
の
年
金
は
前
に
述
べ
た
拠
出
年
金

年
４
月
１
日
）
す
で
に
高
齢
に
な
っ
て
と
同
様
物
価
の
変
動
に
よ
り
、
年
金
額

い
た
人
（
明
治
“
年
４
月
１
日
以
前
に
の
引
き
上
げ
が
あ
り
ま
す
が
、
全
額
国

生
ま
れ
た
人
）
と
身
体
障
害
者
や
母
子
の
負
担
で
賄
わ
れ
ま
す
の
で
所
得
制
限

世
帯
に
な
っ
て
い
た
人
な
ど
、
拠
出
年
が
あ
り
ま
す
。
本
人
や
奥
さ
ん
ま
た
は

金
を
受
け
ら
れ
な
い
人
の
た
め
に
作
ら
扶
養
義
務
者
な
ど
に
、
あ
る
程
度
以
上

れ
た
制
度
で
す
か
ら
、
だ
れ
で
も
と
い
の
所
得
が
あ
る
と
き
（
例
え
ば
不
動
産

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
思
い
連
を
売
っ
て
所
得
が
増
え
た
と
き
）
や
ほ

い
の
な
い
よ
う
に
。
か
に
一
般
の
年
金
（
普
通
恩
給
や
公
務

福
祉
年
金
の
種
類
は
、
老
齢
福
祉
年
扶
助
料
な
ど
）
を
受
け
て
い
る
と
き
は

金
、
障
害
福
祉
年
金
、
母
子
福
祉
年
金
支
給
額
が
減
少
に
な
っ
た
り
、
支
給
が

で
、
も
ら
う
年
金
額
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
停
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
塑
人
の
議

員
で
市
議
会
は
組
織
さ
れ
、
任
期
は
四

年
で
す
。

議
会
は
、
予
算
、
条
例
な
ど
市
の
重

要
施
策
を
決
定
し
、
あ
わ
せ
て
市
長
そ

の
他
の
執
行
機
関
の
施
策
の
実
行
を
監

視
し
、
批
判
す
る
と
い
う
機
能
を
持
っ

て
い
ま
す
。

市
議
会
の
運
営

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

）

ず
建
康

ｉ
，
＋
ま
⑤
樋
渡
喜
一
…
§

と
に
も
ど
ら
な
い
で
植
物
人
間
に
な
っ

「
救
急
は
″
」

て
し
ま
》
う
こ
と
も
あ
る
。

こ
ん
な
場
合
の
救
急
は
、
す
ぐ
近
く

遠
く
の
医
者
よ
り
近
く
の
素
人
。
事
に
い
る
人
が
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人

故
な
ど
で
急
に
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
つ
工
呼
吸
法
を
や
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ

た
と
き
、
慌
て
て
医
者
を
呼
ん
で
も
、
れ
を
続
け
な
が
ら
医
者
を
呼
ぶ
よ
う
に

分
や
巧
分
は
か
か
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
す
る
こ
と
で
あ
る
．
外
傷
で
大
出
血
す

で
は
遅
す
ぎ
る
。
勝
負
は
数
分
で
あ
る
。
る
と
き
も
同
様
で
、
こ
う
し
た
時
の
救

そ
れ
以
上
で
は
蘇
生
の
望
み
は
極
め
て
急
の
方
法
は
だ
れ
で
も
知
っ
て
お
く
べ

少
な
く
な
る
し
、
助
か
っ
て
も
脳
か
も
き
で
あ
る
。

議
会
は
市
長
が
招
集
し
ま
す
。
そ
し

市
議
会
の
機
能

今
月
号
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
議
会
に
つ
い
て
の
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
く
だ
め
市
議
会
だ
よ
り
を
シ
リ
ズ
で
掲
載
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

頭
議
会
だ
よ
り

’
－

て
、
議
会
の
初
日
に
本
会
議
が
開
か
れ

会
期
を
決
定
し
ま
す
。
次
に
、
提
出
さ

れ
た
議
案
や
請
願
・
陳
情
を
議
題
に
し

て
、
提
出
者
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を

聞
き
、
質
疑
を
し
原
則
と
し
て
委
員
会

へ
審
査
の
付
託
を
し
ま
す
。

付
託
を
受
け
た
委
員
会
で
は
、
提
出

者
か
ら
よ
り
詳
し
い
説
明
を
聞
き
、
質

疑
を
し
委
員
会
の
意
思
決
定
を
し
ま
す
。

委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
事
が
ら
を
委

員
長
が
本
会
議
に
報
告
し
、
そ
れ
に
対

し
質
疑
を
し
て
、
賛
否
の
討
論
を
行
い

ま
す
。最

後
に
採
決
を
取
っ
て
議
案
が
決
ま

り
、
議
会
の
意
志
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

(9)



こ
の
「
茨
城
観
光
一
○
○
選
」
は
、
官
製
は
が
き
に
番
号
と
候
補
地
名
一

六
十
年
に
開
催
さ
れ
る
「
科
学
万
博
」
を
か
所
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

記
念
し
て
行
わ
れ
、
県
民
投
票
に
よ
っ
電
話
番
号
を
記
入
。
一
人
何
枚
で
も
投

て
選
ば
れ
ま
す
。
票
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
は
が
き
一
枚

「
茨
城
観
光
一
○
○
選
」
の
新
選
定
に
つ
き
候
補
地
一
か
所
と
す
る
。

と
し
て
、
高
萩
か
ら
は
次
の
五
か
所
を
○
投
票
期
限
十
二
月
二
十
日

推
薦
し
て
あ
り
ま
す
。
地
元
の
観
光
地
○
投
票
先
〒
三
一
○
水
戸
市
北
見

を
市
民
あ
げ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

町
二
の
十
五
茨
城
新
聞
社
「
み
ん

○
高
萩
の
候
補
地
な
で
選
ぼ
う
茨
城
観
光
一
○
○
選
県

偲
花
貫
ダ
ム
と
花
貫
渓
谷
民
投
票
係
」
あ
て

朔
小
滝
沢
キ
ャ
ン
プ
場
○
賞
品
抽
選
で
レ
ジ
ャ
ー
用
品
な
ど

卵
万
葉
の
道
と
さ
さ
き
の
浜
多
数
贈
呈

別
高
戸
小
浜
海
岸
詳
し
く
は
、
市
役
所
商
工
課
ａ
③
２

砲
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通
信
所
１
１
１
内
線
２
０
８
ま
た
は
商
工
会

○
投
票
の
方
法
恋
②
２
５
０
１
へ
ど
う
ぞ

の
ら
一
な
ま
叱

正
に
ゞ
か
（
“
糀
さ

く
日
、
円
だ

改
椚
す
鱸
ゞ
鴎
議
＃

る
月
ま
３
わ
署
ね

薊
０
。
ま
払
督
尋

ゴカ
Ⅳ

句
郵
止
媚
蛙
蠅
奉

″
鋤
喰
権
謝
鈍
鯉
帥

ら
金
３

卵
尉
塵
跡
賃
労
１

脈
引

、

助
賃
日
詞
‐
｜

琴
鵡
蝉
錨
氏
立
５２

岬
郡
利
蒄
。
は
ん
は
一

低
１
黒
“
”
↓
ゞ
栽
鰻

５２口
付
城
者
＆
イ
し
業
ま
し
蛇

最
駈
働
ゞ
々
ゞ
事
贄
盆

０１

労
１
ト
リ

ー
）

み
ん
な
で
選
ぼ
う

高
萩
の
観
光
地
が

〃

「
茨
城
観
光
一
○
○
選
」
県
民
投
票

みん芯で開くみん芯の科学万博
E "b

EXPO'85

献木運動に
御参加ください.ノ

○献木運動の内容

●献木希望樹種

’
規格は原則として

，目通り幹まわり80センチメートル程度
、
卯〆ヘロ趣旨

一科学万博会場建設|こあたり、周辺の自然環境
をできるかぎり活かし、印象にのこるような落
ちついた雰囲気の会場とすることを基本に計画

をすすめており､ことに､日頃恵まれた自然に親
しみ、これに高い誇りをもっている県民の皆さ
んに、永年、手塩にかけ育てられた樹木を、会
場づくりのためにご寄贈いただくものです。

高さ10メ トル軽度

●献木申出先(連絡方法）

垂310水戸市城南1丁目5番23号

社団法人茨城県造園建設業協会気付

財団法人｜玉l際科学技術博覧会協会会長あて

TELO292@31850

一
一
一

第8回■新春マラソン大会へどうぞﾉ 可
■r

¥ = ● ● 瀞-蕊 . 呉 造 …. … 管ざ 侭' .舎士…た壺塒~群声 … 野亨甦

○と き ： 1月23日 （日） 小雨決行

○種別： 1．7キロ （親子の部）、5キロの部、 10キロの部で、スタ トは、いずれも高萩駅前
○出場資格市内に居住、 または、市内の事業|所､学校に通勤､通学しているかた（市外のかたは、オーフ｡ン

参加として認める）
○コース：親子の部 高萩駅前－管野モータ ス 山王相撲j←市民体育館

5キロの部高萩駅前一下手綱入口折返しー市民体育館
10キロの部高萩駅前一手綱工業団地入口折返し－市民体育館

○参加費：一般11000円、親子1，000円、中学･高校生300円、オーフ○ン1,000円
○申し込み先： 1月10B (月） までに参加費を添えて、市民体育館へ直接お申し込み〈だ.さい。

※詳しいことは、市民体育館（(冠）③2552）へお問い合わせくだきい。

可 戸

(1U
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い
て
の

所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス

の
支
給
の
と
き
に
源
泉
徴
収
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
年

間
の
給
与
総
額
に
対
す
る
年
税
額
と
、

毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
る
所
得
税
の
合
計

額
と
は
一
致
し
な
い
の
が
普
通
で
す
。

こ
の
理
由
と
し
て
、
①
年
の
中
途
で
扶

養
親
族
が
異
動
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と

②
生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
の
控
除

は
、
毎
月
の
税
額
計
算
の
と
き
に
は
差

し
引
か
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
毎
月
の

給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
に
適
用
さ
れ
る
税
額

表
は
、
各
月
の
給
料
が
変
動
し
な
い
も

の
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

料
理
店
、
》
ハ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
旅

館
、
飲
食
店
な
ど
を
利
用
し
た
と
き
は
、

公
給
領
収
証
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
十
二
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
を
公
給
領
収
証
受
取
強
調

運
動
の
期
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

公
給
領
収
証
を
受
け
取
り
ま
す
と
、

料
金
の
明
細
や
税
金
な
ど
の
内
容
が
は

給
領１ ニ

ニ

ロ
田1 毒亀二さﾆｮ蓬幸爵 ﾆﾆ 、 :

を
受
け
取
り
ま
し
よ
う

っ
き
り
し
会
計
が
明
朗
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
一
月
一
日
か

ら
の
旅
館
及
び
飲
食
店
の
利
用
に
つ
い

て
は
免
税
点
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

○
旅
館
（
一
人
一
泊
に
つ
き
）

四
千
円
が
五
千
円
に

○
飲
食
店
二
人
一
回
に
つ
き
）

二
千
円
が
二
千
五
百
円
に

こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
に
支
給

さ
れ
る
給
料
ま
た
は
ボ
ー
ナ
ス
の
源
泉

徴
収
計
算
の
と
き
に
、
そ
れ
ま
で
に
源

泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
の
過
不
足
の
精
算

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を

「
年
末
調
整
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
こ
の

年
末
調
整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
納
税
が

完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
次
の

よ
う
な
場
合
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

①
給
与
の
収
入
金
額
が
一
、
○
○
○

万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
の
ほ
か
に
二
○
万
円
を
超
え

る
所
得
が
あ
る
人

一
方
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑
損
控
除
や

医
療
費
控
除
、
今
年
初
め
て
住
宅
取
得

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
な
ど
は
、

確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
・
税
務

相
談
室
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ー

〆 ' 1 ､ 卜､: 弓尚 、 ／

班

‐

恥

織

妙

“

、

、〆

Iの
事業主の皆さんへ／国の進学ローン

〔P
●

労働保険に加入されて

いますか？
茨城県では中小企業のための診断など

を行っています。

経営管理の実態を総合的に調査分析し、

経営上の問題を指摘します。異常を感じ

たら早めに相談してください。

県の職員または経験豊かな経営コンサ

ルタントが診断します。

診断に要する費用はいっさい無料です。

また企業秘密は厳守いたしますので、気一

軽に御相談ください。

申し込み先は

茨城県県北地方総合事務所

生活商エ課水戸市三の丸1－5～38

丑0292～25～883 1

来春、高校・短大・大学などに進学

されるお子さんをお持ちの父母のかた

におすすめします。

○触資額 1進学者当たり

50万円以内＝
』

○融資期間高校3年以内L
く

大学4年以内’

○利 率年8.4％ ：

○保証人 1名以上、

○返済方法毎月元利均等返済
｛

詳しくは、国民金融公庫日立支店

a0294～24～245 1

へお尋ねください。

労働保険とは雇用保険と労働保険と

を総称したもので、商業・サービス業

をはじめ労働者を1人でも雇用する事

業主はすべて加入が強制されています

労働保険に加入することは､人を雇

う事業主の責務であると|司時に優秀な

人材を確保するうえでの詞比条件です。

労働者は失業時の不安かなく安心し

て働けます。

詳し〈は、高萩公共職業安定所

丑②2549へお尋ねください。

口

、

’
I L ノ ノ

一一一一一一一

Ｘ

ｒ

９

２

ｙ

んなそろって明る〃お正月を
日ごろ恵まれない人々を慰

め励まし合い、明るい年越し

ができるよう、みなさんの御

協力をお願いします，

｢歳末たすけあい運動」

に御協力を

12月1日～15日

－ー屋 剰一
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こ
の
統
計
調
査
の
結
果
は
、
都
市
開
来
年
、
１
月
咽
日
の
午
前
皿
時
か
ら

発
や
下
水
道
整
備
計
画
の
立
案
に
利
用
市
文
化
会
館
で
「
第
鯛
回
成
人
式
」
を

さ
れ
た
り
、
み
な
さ
ん
が
各
種
製
品
の
行
い
ま
す
。

生
産
、
販
売
計
画
を
た
て
る
場
合
の
参
今
回
も
、
県
下
一
体
と
な
っ
て
簡
素

考
に
な
る
な
ど
、
生
活
と
深
い
関
係
が
化
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

あ
り
ま
す
。
た
。
華
美
な
服
装
は
で
き
る
だ
け
避
け

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
統
計
調
査
が
て
「
平
素
の
服
装
」
で
の
成
人
式
を
行

哩
月
訓
日
現
在
で
行
わ
れ
ま
す
。
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
成
人
さ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
に
対
す
る
総
合
れ
る
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

的
な
政
策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
実
態
と
動
向
を
的
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
、
昭
和

確
に
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
釘
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
銘
年
４
月
１

こ
の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
て
す
．

二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
二
三
二
三
三
二
三
三
三
三
一
三
二
三
三
二
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
国

製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所
を

対
象
に
、
ｕ
月
釧
日
現
在
で
、
工
業
統

計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

〆

工
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

統
計
調
査
に
御
協
力
を

一

蕊

》
鑿

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、

年
末
年
始
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
御
協
力
く
だ
さ
い
。

〆蓉‘"辱、 成
入
式
は
平
素
の
服
装
で

年の瀬
暗い冬空が広がって、北風が吹きすさむと、木

々はあとからあとから葉をふるい落して、裸の姿

｜こなってゆ<｡あたりの風景は荒涼として、日は

いよいよ短かく、 ’荒しく年の瀬がせまってくる。

絵と文伊藤‘龍馬

11ⅡⅡ1 1 1ⅡⅡⅡlⅡⅡ川Ⅱl l l l l lⅡl l l l l l l Il l l l l l l lⅡ1 1 1 1洲l l l l l lHl l lⅡⅡⅡl l l l l III11 1 1 1 1nlⅡ1 1 1Ⅱl l l l l l l l lⅡ1 1 1 1ⅢIl l l l l l ll l l lⅡⅡll l l l l lIⅡl l l l l lⅡl l l l l l l l l l I l

一
／
）

哩
月
羽
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
市
役

所
は
年
末
年
始
の
休
み
に
入
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
期
間
、
午
前
８
時
鋤

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
死
亡
届
等
に
限

り
受
け
付
け
ま
す
。

○
し
尿
と
ゴ
ミ
の
集
収
は

皿
月
刈
日
で
終
了
。
１
月
４
日
か
ら

始
め
ま
す
。

※
し
尿
の
く
み
取
り
は
、
年
末
に
な
り

ま
す
と
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

喀
燕
意
踊
《
嚥
鑪
弾
噂
鞠
騨
割
酎
鷲
蝉
ｆ
岸
盤
群
Ｌ
臨
串
密
画
鈩
塁
毎
Ｆ
、
据
帝
睡
守
。
、
溌
鍋
溺
畢
拳
唾
幕
巽
翠
電
》
騨
弾
無
領
弾
薄
鐵
彊
弾
燕
や
捗
蝿
蝿
韓
、
課
、
誹
蝉
槻
擁
計
罷
勲
蝿

年
末
年
始
の

市
役
所
の
業
務

市営住宅入展の募集
12月の納税一曙

諦

○募集戸数26戸（高浜町）

○住宅の内容中層耐火5階建、物置付

o家賃等家賃25,000円前後

敷金家賃の3か月分

○申込期限12月25日

○申込資格。市内に住所または勤務先が

あI) 、現在住宅に困ってい

へ る人

‐ 。現に同居し、 または同居し

ようとする親族がある人

･収入基準に該当し、独立し

て生計を営む人

詳しいことは、市役所建設課管理係恋③

2111内線273へどうぞ

1月の日曜当番医

{:鴬鯏3期！
毛
ｒ
畠
中
昭
‐
崎
弾
さ
田
踊
診
哩
艸
輔
く
醒
竿
玲
汽
田
描
画

国民年金（3期）

納期限 12月25日

： ～人口と世帯～
蕊

§ 前月比
埼

罷

＊ 人ロ 33， 116 （＋24）
則子

； 男 16 ，254 （+14）
鳶

； 女 】6,861 (+10)
§

3 世帯 9， 776 （＋11）
驚

くー狸騨誕

早
め
に
業
者
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
・

さ
い
。昭

和
躬
年
の
新
年
名
刺
交
換
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
と
き
弗
年
１
月
４
日
午
前
皿
時

○
と
こ
ろ
市
中
央
公
民
館

○
会
費
一
、
○
○
○
円
（
当
日
支
払
）

○
申
込
先
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
課

申
し
込
み
は
、
住
所
、
氏
名
、
職
業

を
は
か
き
に
書
い
て
哩
月
晦
日
ま
で
に

名
刺
交
換
会

酪

彰
軽
斑
嘩
鎚
錨
馥
弾
“
曙
、
、
…
噂
盤
弾
出
輔
酔
輯
謝
鰡
群
發

凝

善
意
あ
り
が
と
う

○
高
萩
夫
婦
で
ワ
イ
ン
会

交
通
遺
児
へ
一
三
、
一
○
○
円

○
上
島
名
老
人
ク
ラ
ブ

臨
海
学
園
へ
衣
類
三
○
○
点

○
横
浜
大
洋
ホ
エ
ー
ル
ズ
江
尻
亮

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
へ

一
五
○
、
○
○
○
円

回
文
化
事
業
団
設
立
基
金
へ

○
高
萩
炭
鉱
株
式
会
社

一
、
○
○
○
、
○
○
○
円

侭’ 2 日 |高萩協同病院 安良川 ２
６
６
０
７

２
０
６
０
９

１
３
兜
２
１
６

１
２
兜
３
３
２

③
②
蛇
③
②

本 町

十王町

全生堂医院
9 日

十 王 医 院

16日 滝 川 医 院 春 日 町

東本町医 院白 土23日

矧’ 東本町 ②35医 院
↑
し
〕

手
４
１ 1230日 立

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです
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